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ユニゼオ株式会社の株式譲渡について 
 
 

 株式会社 INCJ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：勝又幹英、以下「INCJ」）は、

同社が保有するユニゼオ株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：山崎康夫、以下

「ユニゼオ」）の全株式を、山崎康夫氏に譲渡することを決定しましたのでお知らせします。 

 
 
 
ユニゼオ株式会社について 

設立  ：2013 年 5 月 

事業内容 ：ゼオライト・シリカ製品並びにそれらを用いた触媒、吸着製品の研究開発、 

製造および販売 

所在地  ：東京都文京区 

代表者  ：代表取締役社長 山崎康夫 

URL  ：http://unizeo.com/index.html/ 

 
 
株式会社 INCJ について 

株式会社 INCJ は、2018 年 9 月、既存の官民ファンドである株式会社産業革新機構から新設分割す

る形で発足しました。産業革新機構は、2009 年 7 月、産業や組織の壁を越えて、オープンイノベー

ションにより次世代の国富を担う産業を育成・創出することを目的に設立されましたが、根拠法で

ある産業競争力強化法の改正法の施行に伴い、同機構は株式会社産業革新投資機構に商号変更し、

新たな活動を開始しました。株式会社 INCJ は、産業革新機構の事業を引き継ぐ形で、既投資先の

Value up 活動や追加投資、マイルストーン投資、EXIT に向けた活動を主要業務として、2025 年 3

月末まで投資活動を行っていきます。 URL：http://www.incj.co.jp/ 
  

http://unizeo.com/index.html/
http://www.incj.co.jp/


【別紙】 
 
１． 対象会社 
・事業者名：ユニゼオ株式会社 
・設立  ：2013 年 5 月 
・所在地 ：東京都文京区 
・代表者 ：山崎康夫 
・事業内容：ゼオライト・シリカ製品並びにそれらを用いた触媒、吸着製品の研究開発 

製造および販売 
 

２． 支援決定内容 
・支援決定金額 ：6 億円（上限） 
・実投資額   ：5.7 億円 
・共同投資家  ：三井住友海上キャピタル（株）、SMBC ベンチャーキャピタル（株） 
・支援決定公表日：2013 年 9 月 
 ‐プレスリリース：「革新的ゼオライト合成技術の事業化を行うユニゼオ株式会社への投資を決定」

https://www.incj.co.jp/news/assets/1418028734.01.pdf 
 ‐投資ストラクチャー： 

https://www.incj.co.jp/performance/upload/docs/1418028734.02.pdf 
 

３． 経緯 
（1） 出資の経緯 
ユニゼオは、従来のゼオライト*1 合成法では必須とされていた有機物の鋳型を使用しない

革新的な合成技術の事業化を目指し、2013 年 5 月に設立されたアカデミア発のベンチャー

企業です。同技術によって合成されたゼオライトは、既存品に比してシリカ・アルミナ比

率が低く、高結晶性という特徴を持っており、これにより高いイオン交換能、耐熱性、耐

水熱性を有していることから、自動車触媒、石油化学触媒はもとより他の領域を含め、ゼ

オライトの用途を更に広げる可能性を持っていました。INCJ は、このアカデミア発の革新

的な技術の確立と事業化に向けての生産技術開発のために支援決定を行いました。 
*1 ゼオライト： 

二酸化ケイ素と酸化アルミニウムを主成分とする多孔質結晶性アルミノケイ酸塩の総称で、人工的にも合成さ

れる。自動車排ガス処理や石油化学品合成などにおいて触媒、吸着剤として広く応用されている。 

 
（2） 事業の進捗 
大手触媒メーカーからは、特に SCR*2 触媒向け材料としてユニゼオのゼオライトを高く評

価されるも、協業までには至っておりません。また、事業化に向けて乗り越えなければな

らない様々な課題がある中、これらに対処するための更なる資金調達が困難となりました。 
一方、ユニゼオの持つゼオライト合成技術自体は、国内外の有力企業から非常に高く評価

されており、知財や設備等については、国内の素材メーカーに譲渡することにより、管理・

継承されることになりました。       *2SCR : Selective Catalytic Reduction  選択（的）触媒還元 

https://www.incj.co.jp/news/assets/1418028734.01.pdf
https://www.incj.co.jp/performance/upload/docs/1418028734.02.pdf


（3） Exit の経緯・内容 
そのような状況下、今般、ユニゼオの代表取締役社長である山崎康夫氏との間で全株式買

い取りについて話し合いを重ね、この度、合意に至りました。 
INCJ としては、今回、遺憾ながら、事業化には至りませんでしたが、今後も大学等アカデ

ミアや大企業の中で研究開発された革新的な技術の事業化ベンチャーに対し、資金支援は

もとより、経営組織の強化、戦略的な提携先の開拓など、様々な経営分野において積極的

な支援活動を継続していきます。 
 
（4） 主務大臣（経済産業大臣）意見 
ベンチャー企業等への初期開発段階からの積極的な支援は、今後も我が国の産業競争力の

強化において重要である。本案件の課題を分析し、その反省に立って引き続きベンチャー

企業等の支援を行うとともに、支援案件全体としての収益性の確保に努められたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜本発表資料のお問い合わせ先＞ 

 
 

株式会社 産業革新投資機構  企画調整 Gr. 広報  入江、坂井 

東京都千代田区丸の内１－４－１ 丸の内永楽ビルディング２１階 

電 話：03-5218-7202      

 


